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生きがい教室

敬老会行事

形原地区の長寿者をお祝いする敬老会行事として

８０歳以上の該当者の方に記念品をお贈りします。

〔お渡し日時〕 令和5年9月10日（日）
午前9時から10時まで（厳守）

今年の対象者には、形原地区総代会から記念品

贈呈のハガキが送付されています。

区毎に贈られますので、ハガキに記載された「お渡

し場所」を確認の上、忘れずにお受け取りください。

今年もご長寿をお祝いします

ヨット体験クルーズ
参加者募集

生涯学習講座

グループあじさいの大型紙芝居
＆
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爽やかな風をうけて、三河湾をクルーズしません
か!!

参加者募集

日 時 9月14日（木）午後1時30分～3時
場 所 形原公民館大ホール
内 容 〔紙芝居の演目〕

・子育て幽霊
・食べられたやまんば
・皿屋敷のお菊

〔テナーサックスの曲目〕
・昔の名前で出ています
・君恋し
・夜霧よ今夜も有難う

入場料 無料
その他 簡単クイズでプレゼントあります!

＊ 日にち 10月21日（土）
＊ 時 間 午後1時～午後4時
＊ 集 合 バリアフリーポンツーン マンボウ

（商工会議所の海側駐車場）
＊ 対 象 市内在住・在勤の中学生以上
＊ 定 員 30名
＊ 参加費 1,000円/人
＊ 申込み 9月10日（日）受付開始

参加費を持って形原公民館まで
定員となり次第申込終了となります

＊ お問い合せ 形原公民館(☎57-2706)

浅井俊幸のテナーサックス
＆
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健やか会・レクの会
合同発表会

日 時 令和5年10月1日(日)
午後1時30分～午後3時30分

内 容 秋の症状の話（経路、ツボ）
呼吸法、ストレッチ体操、操体
軽い筋トレ、各教室の発表

開 場 形原公民館 大ホール

9月の公民館行事予定
10日 13:30 文化祭会議（公民館）

14日 13:30 生きがい教室（紙芝居・サックス）

休館日
月曜
4日･11日･18日（敬老の日）･25日

祝日
23日（秋分の日）

個別発表会を開催します

健やかに軽やかに生活していけるよう、それぞれ
自分の体調に合わせながら健康維持のための体
操をしています。

元気でいたい方、
元気になりたい方、集まれ！

第40回
町民俳句大会の開催

今年で記念すべき40回目の開会となります。
俳句に興味のある方、俳句を詠まれる方の参加を
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スミレの会

日 時 令和5年10月21日(土)
午後1時30分～午後2時30分

開 場 形原公民館 大ホール

どなたでも最初から個別指導します。
音楽の楽しさを何歳になっても感じながら続ける

ことが出来ます。
日本古来の大正琴をみんなと一緒に体験しま

しょう。

親子教室「ハロウィングッズ制作」
は開催方法を変え開催します。

10月7日に開催を予定していた「ハロウィングッズ制
作」は、蒲郡市⾧選挙のため開催日と内容を変更し、
10月28日（土）・29日（日）開催の文化祭に合

わせて“ワンコインレッスン”として開催することになり
ました。
詳しくは、次回10月号でお知らせします。

ご期待ください!!

大正琴を一緒にやりませんか！

俳句に興味のある方、俳句を詠まれる方の参加を
お待ちしています。 是非、ご参加してください。

○ 日 時 10月15日（日）午後１時～
○ 場 所 形原公民館 会議室２
○ 問合せ 形原公民館

（☎57－2706）
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あ じ さ い く る り ん バ ス
７ 月 乗 車 人

形原地区支線バス「あじさいくるりんバス」７月乗車人数報告

７月の乗車人数は合計501人でした。平均乗車人数は4.9人となりました。
今年の夏は暑かったですね。９月に入ってもまだまだ暑い日が続きます。
こまめに水分を取り、体調に気をつけてください。
お出かけの際は、涼しくて快適なあじさいくるりんバスをご利用ください。

超満員の中、透明感あふれる音の世界にうっとり！

生きがい教室

ビブラフォン奏者の亀谷治美さんとリコーダー奏者の近藤三治子さんの演奏会が８月１０日（木）に形
原公民館大ホールで開催されました。
会場となった形原公民館の大ホールには、１５０人を超す多くの方が集まり、亀谷さんと近藤さんの演奏に

聴き入っていました。
演奏会は２部構成で行われ、第１部は亀谷さんのビブラフォンで始まり、続いて近藤さんのリコーダー,そし

て亀谷さんの鍵盤ハーモニカで第１部を終え、第２部は“アンデス”という鍵盤ハーモニカのようで笛のようなほ
のぼのとした音の出る楽器の拭き口をくわえ、右手で鍵盤、左手は電子ピアノを弾きながらの曲芸的な演奏
で始まり、続いてハーモニカ、ビブラフォン、鍵盤ハーモニカ＆リコ－

亀谷治美の音楽アラカルト
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橋本孝明さんが
市民憲章実践者として表彰

おめでとうございます!
愛知工科大学名誉教授であり、（前）形原

公民館館⾧であった橋本孝明さんが蒲郡市民
憲章推進協議会から
市民憲章実践者として
の功績により表彰され
ました。また、表彰式
に引き続き表彰者６人
を代表して活動報告を
されました。

金魚すくいに
大喜び！

夏祭りの定番「金魚すくい」が８月１０日（木）に形
原公民館で行われ、約８０人の親子が金魚すくいに挑
戦しました。
実施には、１区の天野総

代さんのご協力と、金魚愛好
家の橋口さん（１区在住）
が約１００匹の金魚をご用
意いただき実現しました。
当日は、水槽を囲み元気

な子ども達が夢中になって金
魚を追いかけていました。

で始まり、続いてハーモニカ、ビブラフォン、鍵盤ハーモニカ＆リコ－
ダーと次々に楽器を替え観衆を魅了します。最後は声楽出身の
近藤さんの指揮で「上を向いて歩こう」をみんなで大合唱。終わっ
た後も拍手が止まずアンコールのシュプレヒコールが沸き起こります。
アンコール曲は朝ドラのテーマソング「愛の花」をビブラフォンとリコー
ダーの演奏で幕を閉じました。
終わった後も大きな拍手が大ホール全体に響いていました。

活動報告をされる橋本さん

亀谷治美さん（左）、近藤三治子さん（右）

金魚をポイで追いかける

子ども達
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秋の交通安全市民運動

歩行者の「命のディフェンス反射材」
交通事故は自分が注意していても、相手（車）が突っ込んでくる事故もあります。特に秋口からは、夕暮れ時から薄

暮にかけては、ドライバーからは「歩行者や自転車が見え難くなる」ため、歩行者等の交通弱者が事故に遭う危険が高
まります。これには歩行者側も自己防衛する言わば「ディフェンス」が必要です。
それには明るい服装だけでなく「ピカッと光る反射材」を身に着けて出かけることが、歩行者も
ドライバーにもより効果的です。事故に遭わないためには、夕暮れ時からは自分の存在を知
らせる「明るい服装」と「反射材」を忘れずに身に着けて出かけるようにしてください。
また、夕暮れ時は自宅付近の身近な道路での事故も多いと言われます。 時間、場所に

関係なく起きるのが交通事故です。 油断することなく、外出する時はドライバ―からはっきり
見える工夫をして出かけるようにしてください。
9月21日から県下一斉に「秋の交通安全市民運動」が行われます。

秋の運動では、下記の運動重点に沿った市民運動により、市民の安全行動を促し、
交通事故の防止を図ります。

✰ ✰ ✰

夜の外出は反射材をつけて

近所への外出も明るい服装で

✰ 市民運動期間 令和5年９月21日～９月30日 10日間
✰ 運動の重点
（1）子どもと高齢者を始めとする歩行者の安全確保
（2）夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転の根絶
（3）自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 【交通安全形原地区推進協議会】
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